
 
令和 6 年 4 月入学  
 

 

広島大 学大学院人間 社会科学研究 科（専門職学 位課程） 

学 生 募 集 要 項 
 
 

 

教職開発専攻 
 

                 教職開発プログラム 
 

 

 

◆一般選抜 

 

◆現職教員特別選抜 
 

 

 

2023年 10月 
 

 

 

 



 

広島大学大学院人間社会科学研究科（専門職学位課程）教 職 開 発 専 攻 教 職 開 発 プ ロ グ ラ ム 

〔一般選抜〕〔現職教員特別選抜〕学生募集要項 

 
目次 

 
                 アドミッション・ポリシー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

   広島大学志願者への入学検定料の免除措置について・・・・・・・・・・・・・・・２ 

１． 選抜区分及び募集人員等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

２． 出願資格・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

３． 注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

４． 出願手続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

５． 入学者選抜方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

６． 合格者発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

７． 入学手続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

８． 現職教員等の社会人で教育方法の特例の適用を希望する場合・・・・・・・ １５ 

９． 出願に伴う個人情報について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

１０． 学生宿舎について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

１１． その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６ 

出願・照会先 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６ 

令和６年度広島大学大学院人間社会科学研究科学生募集に伴う 

試験成績（個人情報）の開示について・・・・・１７ 

試験場配置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

概要及び指導教員一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・１９ 



- 1 - 
 

人間社会科学研究科アドミッション・ポリシー 
 
【専門職学位課程】 
人間社会科学研究科では，以下のような志や意欲をもち，それに必要な基礎学力を持つ学生の入学を求める。 
 
① 教職開発又は実務法学の現場で活躍することで，自由で平和な国際社会の構築に貢献しようとする意欲を持つ人 
② 高等教育機関における高度専門職業人養成に関心を持ち，教職開発又は実務法学の現場で活躍できる人材を養成することにより，社会に貢献した
いという志を持つ人 

 

人間社会科学研究科は，これらの人を受け入れるため，そのディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ，学力試験，外部試験等を用 

いた多面的・総合的な評価による入学者選抜を実施する。 
 

 

教職開発専攻アドミッション・ポリシー 
 

教職開発専攻では，以下のような志や意欲をもち，それに必要な基礎学力を持つ学生の入学を求める。 
 
① 教職開発の現場で活躍することで，自由で平和な国際社会の構築に貢献しようとする意欲を持つ人 
② 高等教育機関における高度職業人養成に関心を持ち，教職開発の現場で活躍できる人材を養成することにより，社会に貢献したいという志を持つ
人 
③ 優れた実践的対応力と実践研究力を備えるとともに，自己の崇高な使命を深く自覚した，これからの学校づくりを牽引するスクールリーダーを目
指す志の高い人 
④ 優れた実践的対応力と実践研究力を備えるとともに，自己の崇高な使命を深く自覚した，新しい学校づくりの有力な一員を目指す人，及び学校に
おいて指導的役割を果たすミドル・リーダーを目指す人 

 

教職開発専攻は，これらの人を受け入れるため，そのディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ，学力試験，外部試験等を用いた多 

面的・総合的な評価による入学者選抜を実施する。 
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広島大学志願者への入学検定料の免除措置について 
 
 

広 島大学 では， 被災者 の経済 的負担 を軽減 し，志 願者の 進学機 会の確 保を図 るため ，令和 5(2023)年 度に実施 する本 学の令 和 6(2024)年 度入学 者選抜 におい て，

入 学検定 料の免 除措置 を実施 するこ ととし ました ので， お知ら せしま す。 

入学検定料の免除を希望される方は，出願前に必ず以下の「8 問い合わせ先」までご連絡ください。 

 

1 免除措置の対象となる入学者選抜 

令 和 5(2023)年度に 実施する 本学の 学部， 大学院 及び専 攻科入 試（再 入学， 転学及 び編入 学に係 る選考 を含む ） 
 

2 措置内容 

入 学検定 料の免 除 

 ※ 入学試 験成績 の開示に 係る手 数料も ，免除 の対象 となり ます。 
 

3 免除の対象となる災害 

令 和元年 8 月 28 日 以降に災 害救助 法の適 用を受 けた災 害 

※ 入 学検定 料の免 除の対象 となる 入学者 選抜は ，当該 災害の 災害救 助法適 用日か ら 5 年 を経過 する日 までの 間に出 願期間 の最終 日が設 定され ている ものに 限 

り ます。 

 

4 免除の対象者 

（1） 主たる 学資負 担者が居 住する 自宅家 屋が全 壊，大 規模半 壊又は 半壊し た場合 

（2） 主たる 学資負 担者が死 亡又は 行方不 明の場 合 

 

(注)災害 救助法 適用地 域等は ，次の 内閣府 ホーム ページ でご確 認いた だけま す。 

   http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html 
 
5 申請方法 

事 前に「8 問い合わせ先」 に連絡 した後 ，所定 の申請 書類を 出願書 類とと もに提 出して くださ い。 

な お，こ の場合 は，出 願時に 「入学 検定料 」を払 い込ま ないで くださ い。 
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6 申請書類 

（1） 検定料 免除申 請書（本 学ホー ムペー ジから ダウン ロード ） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/nyushi/news/1058 

（2） り災証 明書（ 写し可） （上記 4 の(1)に 該当する 方） 

（3） 死亡又 は行方 不明を証 明する 書類（ 写し可 ）（上 記 4 の(2)に該当 する方） 

 

7 インターネット出願における入学検定料免除措置の手続方法 

  本学 ホーム ページ 掲載の PDF フ ァイル を参照 してく ださい 。 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/system/files/186130/menjo_r4_ver2.pdf 

 

8 問い合わせ先 

人間社会科学研究科 教育学系総括支援室・大学院課程担当（教育学部管理棟 1F） 
〒739-8524 東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号 
E-mail: kyoiku-in@office.hiroshima-u.ac.jp 
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令 和 ６ 年 ４ 月 に 本 学 大 学 院 人 間 社 会 科 学 研 究 科 （ 専 門 職 学 位 課 程 ） 教 職 開 発 専 攻 【 教 職 大 学 院 】 に 入 学 さ せ る 学 生 を 次 の と お り

募 集 し ま す 。 
 
１．選抜区分及び募集人員等 

専  攻  名  選 抜 区 分  コ ー ス 名  入 学 定 員  募 集 人 員  試 験 場  

教 職 開 発 専 攻  

（ 教 職 開 発 プ ロ グ ラ ム ）  

一 般 選 抜  教 育 実 践 開 発 コ ー ス  

３ ０ 名  ６ 名  広 島 大 学 教 育 学 部  

現 職 教 員 特 別 選 抜  
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【 注１】 昭和 ２８年 ２月７ 日文部 省告示 第５号 

「 教育職 員免許 法によ る小学 校，中 学校， 高等学 校又は 幼稚園 の教諭 若しく は養護 教諭の 専修免 許状又 は一種 免許状 を有す る者で ２２歳 に達し たも 

の 」など です。 

【 注２】 上記 の資格(９) 及び(１ ０)により 出願しよ うとす る者は ，事前 に人間 社会科 学研究 科教育 学系総 括支援 室（大 学院課 程担当 ）に相 談の上, １１ 月９

日 （木） までに 必要書 類を提 出して くださ い。 

 

＜現職教員特別選抜＞ 学校マネジメントコース，教育実践開発コース 
現 職教員 特別選 抜に出 願でき る者は ，次の 各号の いずれ かの資 格を有 する者 で，か つ，各 コース の出願 要件を 満たす もの。 

 (１) 大学 を卒業 した者 

 (２) 学校 教育法 （昭和２ ２年法 律第２ ６号） 第１０ ４条第 ７項の 規定に より独 立行政 法人大 学改革 支援・ 学位授 与機構 から学 士の学 位を授 与され た者 

 (３) 外国 におい て，学校 教育に おける １６年 の課程 を修了 した者 

 (４) 外国 の学校 が行う通 信教育 におけ る授業 科目を 我が国 におい て履修 するこ とによ り当該 外国の 学校教 育にお ける１ ６年の 課程を 修了し た者 

(５) 我が国 におい て，外国 の大学 の課程(そ の修了者 が当該 外国の 学校教 育にお ける１ ６年の 課程を 修了し たとさ れるも のに限 る。) を有す るもの として 当該 

外 国の学 校教育 制度に おいて 位置付 けられ た教育 施設で あって ，文部 科学大 臣が別 に指定 するも のの当 該課程 を修了 した者 

(６) 外国の 大学そ の他の学 校（そ の教育 研究活 動等の 総合的 な状況 につい て，当 該外国 の政府 又は関 係機関 の認証 を受け た者に よる評 価を受 けたも の又は これ 

に 準ずる ものと して文 部科学 大臣が 別に指 定する ものに 限る。 ）にお いて， 修業年 限が３ 年以上 である 課程を 修了す ること （当該 外国の 学校が 行う通 信教育 

に おける 授業科 目を我 が国に おいて 履修す ること により 当該課 程を修 了する こと及 び当該 外国の 学校教 育制度 におい て位置 付けら れた教 育施設 であっ て前号 

の 指定を 受けた ものに おいて 課程を 修了す ること を含む 。）に より， 学士の 学位に 相当す る学位 を授与 された 者 

(７) 専修学 校の専 門課程(修 業年限 が４年 以上で あるこ とその 他の文 部科学 大臣が 定める 基準を 満たす ものに 限る。) で文 部科学 大臣が 別に指 定する ものを 文 

部 科学大 臣が定 める日 以後に 修了し た者 

(８) 文部科 学大臣 の指定し た者（ 昭和２ ８年２ 月７日 文部省 告示第 ５号） 【注１ 】 

(９) 学校教 育法第 １０２条 第２項 の規定 により 大学院 に入学 した者 であっ て，そ の後に 入学さ せる本 学大学 院にお いて， 大学院 におけ る教育 を受け るにふ さわ 

し い学力 がある と認め たもの 【注２ 】 

(１０)本 学大学 院にお いて， 個別の 入学資 格審査 により ，大学 を卒業 した者 と同等 以上の 学力が あると 認めた 者であ って， 令和６ 年３月 ３１日 までに ２２歳 に達 

す るもの 【注２ 】 
 
【 注１】 昭和 ２８年 ２月７ 日文部 省告示 第５号 

「 教育職 員免許 法によ る小学 校，中 学校， 高等学 校又は 幼稚園 の教諭 若しく は養護 教諭の 専修免 許状又 は一種 免許状 を有す る者で ２２歳 に達し たも 

の 」など です。 

【 注２】 上記 の資格(９) 及び(１ ０)により 出願しよ うとす る者は ，事前 に人間 社会科 学研究 科教育 学系総 括支援 室（大 学院課 程担当 ）に相 談の上, １１ 月９

日 （木） までに 必要書 類を提 出して くださ い。 
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コースの出願要件 

 

コ ース 出  願  要  件 

学 校マネ ジメン トコー ス 現 職教員 又は教 育関係 諸機関 職員で ，在職 のまま 入学を 希望す る常勤 の者で ，教育 委員会 等の推 薦を受 けたも の。                                         

教 育実践 開発コ ース 

① 又は② のいず れかに 該当す る者 

① 現職 教員で ，在 職のま ま入 学を 希望す る常 勤の者 で， 入学 時に， ６年 以上の 教職 経験 （非常 勤講 師，任 期付 常勤 教員の 期間を

除 く。） を有す るもの 。 

② 教育委 員会の 推薦を 受けた 者。 
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(2) 入学検定料 30,000 円  
インターネット出願システムにより納入してくださ い。P2-3の免除措置対象者及び，国費外国人留学生は不要。  

 
(3) 出願手続  

出 願期間 内に， 次の 7 つのス テップ を完了 してく ださい 。 
 

Step 1: インターネット出願システムにアクセスする 
 

アクセスページ 
 

広島大学入試情報  
https://www.hiroshima-u.ac.jp/nyushi 

 

◆システムに関するお問い合わせ先 

インターネット出願ヘルプデスク（日本語対応のみ） 
受付時間：10:00 から 18:00 まで 

（年末年始（12 月 30 日～1 月 3 日）を除く） 
電話番号： 03-5952-3902 ※日本国外及び IP電話からもご利用いただけます。 

UCARO 事務局（日本語対応のみ） 
受付時間：10:00 から 18:00 まで（12 月 30 日～1 月 3 日を除く） 
電話番号：03-5952-2114 ※日本国外及び IP 電話からもご利用いただけます。 

〇 入 試 に 関 す る 不 明 点 等 は， 人 間 社 会 科 学 研 究 科 教 育学 系 総 括 支 援 室 （ 大 学 院 課程 担 当 ）E-mail（kyoiku-in@office.hiroshima-u.ac.jp） に 問 い 合 わせ

て くださ い。 
受付時間 9:00 から 17:00 まで（土日祝日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）を除く。） 

 
  Step 2: UCARO ログイン画面から「UCARO 会員登録」を選択 

出 願には 「UCARO」 へ の会 員登録 （無料 ）が必 須です 。 
本 学では ，受験 番号の 確認及 び合格 した場 合の入 学手続 の一部 を UCARO で 行 いま す。 
UCARO に つ いては ，以下の URL を 参 照して ください 。 
https://www.ucaro.net/ 
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Step 7: 出願書類の郵送 
以 下のい ずれか の方法 により ，教育 学系総 括支援 室（大 学院課 程担当 ）へ提 出して くださ い。  

 

   1. 郵送 による 提出 

       【日本国内 から出願 の場合 】 

市 販の角 形 2 号 封筒（ 横 24cm×縦 33.2cm で A4 サ イズの 書類を 折らず に入れ ること ができ る封筒 ）を用 意し， インタ ーネッ ト出願 手続き におい て 
出 力した 「宛名 ラベル 」を封 筒表面 に貼付 し，郵 送に必 要な切 手を貼 付の上 ，必要 書類を すべて 封入し ，出願 期間内 に到着するよう簡易書留・速達 
郵便で郵送してください。出願期間後に到着したものは受け付けません。 
 

【 日本国 外から 出願の 場合】 
出願書類のデータ（PDF 等）を先に E メール送信してから，A4 サイズの書類が入る封筒（横 24cm×縦 33.2cm 程度）を用いて，必要書類をすべて封入の上， 
EMS（Express Mail Service）, DHL, FedEx 等の最速の方法で，出願期間内に到着するよう送付してください。 
出願期間後に到着したものは受け付けません。 
 

2. 持参に よる 提出 
市 販の角 形 2 号 封筒（ 横 24cm×縦 33.2cm で A4 サ イズの 書類を 折らず に入れ ること ができ る封筒 ）を用 意し， インタ ーネッ ト出願 手続き におい て 
出 力した 「宛名 ラベル 」を封 筒表面 に貼付 し，必 要書類 をすべ て封入 の上， 出願期 間内（ 最終日 は午後 １時ま で）に 提出し てくだ さい。 
こ の場合 ，切手 は不要 です。 

 

※「宛名ラベル」を印刷することができない場合は，以下に記載している【封筒貼付用宛名ラベルが印刷できない場合】の記載見本の内容を直接，封筒の表 
（宛名）面に記載してください。簡易書留の表示も縦書き・赤字で記入（又は郵便局窓口で押印を依頼）してください。 
 
【封筒貼付用宛名ラベルが印刷できない場合】の記載見本 

 
 

〒739-85
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(4) 出願書類受付場所  
人 間社会 科学研 究科教 育学系 総括支 援室・ 大学院 課程担 当（教 育学部 管理棟 １Ｆ）    
〒739-8524 東 広島市 鏡山一 丁目 1 番 1 号 E-mail: kyoiku-in@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

(5) 郵送が必要な出願書類等  
入 学志願 者は， 次に掲 げる書 類を一 括して 出願期 間内に 「（4）出 願書類 受付場所 」に提 出して くださ い。出 願期間 後は受 け付け ません 。 
 

【 注１】 出願書 類受理 後は， 志望専 攻（コ ース） の変更 を認め ません 。 

【 注２】 出願書 類に不 備があ る場合 は，受 理しな いこと があり ます。 

【 注３】 証明書 等は「 写し」 と指定 がない 場合は, 必ず 原本を 提出し てくだ さい。  
【 注４】 提出書 類のう ち，日 本語ま たは英 語以外 の言語 で書か れた証 明書等 には， 日本語 訳また は英語 訳を添 付して くださ い。

ア  履 歴 書  本 学 所 定 の 用 紙 を 使 用 （ 広 島 大 学 大 学 院 人 間 社 会 科 学 研 究 科 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。 ）  

イ  学 業成績 証明書 出 身大学 （学部 ）長が 作成し たもの 。※ 必ず原本を提出してください。 

ウ  卒 業（見 込）証 明書 

出 身大学 （学部 ）長が 作成し たもの 。※ 必ず原 本を 提出 して くだ さい。 
※ 中国(台湾 ，香港 ，マカオ を除く 。)の大学 を卒業し た，又 は卒業 見込み の者は ，以下 の書類 を提出 してく ださい 。 
【 出願に 必要な 書類】 
 ・卒業 （見込 ）証明 書 ※ 必ず原 本を提 出して くださ い。 
 
【 学歴確 認に必 要な書 類】 
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カ  

教 育 職 員 普 通 免 許 状 の

写 し 又 は 取 得 見 込 証 明

書 

教育実践開発コースに出願する者。 

キ  推 薦 書  
現職教員特別選抜に出願する者 で ， 所 属 す る 教 育 委 員 会 等 の 長 が 推 薦 す る 者 は ， 所 属 す る 教 育 委 員 会 等 の 長 が 発 行

す る 推 薦 書 （ 様 式 は 定 め な い 。 ） を 提 出 し て く だ さ い 。  

ク  受 験 承 諾 書  

一般選抜に出願する者で ，学 校 ， 官 公 庁 又 は 会 社 等 に 在 職 し ， 現 職 の ま ま 本 学 大 学 院 に 入 学 し よ う と す る 者 は ， 所 属 長 等 の 発 行 す

る 受 験 承 諾 書 を 提 出 し て く だ さ い 。 本 学 所 定 の 用 紙 を 使 用 。 （ 広 島 大 学 人 間 社 会 科 学 研 究 科 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き

ま す。） 

現職教員特別選抜に出願する者で ， 現 職 の ま ま 本 学 大学 院 に 入 学 し よ う と す る 者 は ， 所 属 長 等 の 発 行 す る 受 験 承 諾 書 を 提 出 し て く

だ さい。 本学所 定の用 紙を使 用。（ 広島大 学人間 社会科 学研究 科のホ ームペ ージか らダウ ンロー ドでき ます。 ） 

※ 推薦書 の提出 がある 場合は ，提出 の必要 はあり ません 。 

ケ  在 職 期 間 証 明 書  
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ソ  

語 学民間 試験の 成績証

明 書等の 写し（ Ｐ13

の 5. 入学者 選抜方 法

を 参照） 

 

一 般選抜 に出願 する日 本語を 母語（ 第一言 語）と する志 願者で ，英語 民間試 験の成 績を外 国語試 験（英 語）の 評価に 利用す ること

を 希望す る者。 令和 2（2020）年 4 月以 降に受 験した， 以下 5 種類の うち， いずれ か一つ のスコ ア証明 書又は 合格通 知書の 写しを

提 出して くださ い。出 願時に スコア 証明書 又は合 格通知 書を提 出でき る場合 に限り ます。 ただし ，スコ ア証明 書や合 格通知 書（再 

発 行を含 む）の 受領が 出願期 間に間 に合わ ない場 合に限 り，得 点やス コアが 本人の もので あるこ とが確 認でき るオン ライン 画面の

写 しの提 出を認 めます 。 

（1）    実 用英語 技能検定 試験 (英検) 

（2）    TOEFL®-iBT 

（3）    IELTS™  

（4）    TOEIC® 公開 テスト 

（5）    TOEIC®-IP（ ｶ ﾚｯ ｼﾞ TOEIC®を含む 

 一般選 抜に出 願する 日本語 を母語 （第一 言語） としな い志願 者は， 令和 2（2020）年 4 月以 降）に 受験した ，以下 3 種類 のう

ち ，いず れか一 つのス コア証 明書又 は合格 通知書 の写し を提出 してく ださい 。出願 時にス コア証 明書又 は合格 通知書 を提出 できな

い 場合は ，出願 できま せん。 ただし ，スコ ア証明 書や合 格通知 書（再 発行を 含む） の受領 が出願 期間に 間に合 わない 場合に 限り，

得 点やス コアが 本人の もので あるこ とが確 認でき るオン ライン 画面の 写しの 提出を 認めま す。 

（1）    日 本語能 力試験（JLPT） 

（2）    日 本留学 試験（日 本語） 

（3）    ビ ジネス 日本語能 力テス ト（BJT） 

 

(6) 受験上及び修学上の配慮を必要とする者の事前相談  
    障 害のあ る者等 ，受 験上及 び修学 上の配 慮を必 要とす る者は ，次の 事項を 記載し た申請 書（様 式は定 めませ ん。） を出願 書類受 付場所 （「4．出 願手続」 

(4)参 照）に 提出し ，相談し てくだ さい。 

ア 相談 の時期  令 和 5 年 12 月 1 日 （金） まで   

イ 申請 書の記 載内容  

① 志願 者の氏 名，住 所 

② 連絡 先電話 番号（ 携帯電 話があ る場合 は，携 帯電話 番号も 併記し てくだ さい。 ） 

③ 出願 予定の プログ ラム・ コース 

④ 出身 大学名  

   ⑤ 志望 する指 導教員 名  

   ⑥ 障 害等の 種類・程 度（障 害者手 帳のコ ピーま たは医 師の診 断書を 添付し てくだ さい。 ） 

  ⑦ 受験上 の配慮 を希望 する事 項  

 ⑧ 修 学上の 配慮を 希望す る事項  

 ⑨ 出 身大学 等でと られて いた配 慮  

⑩ 日常 生活の 状況  
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(7) 受験番号の閲覧及び受験票等印刷について  
本 学にお いて出 願書類 を受領 した場 合は， 令和 6 年 1 月 26 日(金) 12：00（ 予定） から UCARO に よ り受験 番号， 受験票 及び受 験案内 が閲覧 可能と なり 

ま す。試 験実施 日まで に UCARO か ら 受 験票を 印刷し， 試験当 日に必 ず持参 してく ださい 。 

 

【 受験番 号及び 受験票 の確認 方法】 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/nyushi/ucaro_message 

 

５．入学者選抜方法 
 

〈一般選抜〉 

学 力検査 （筆記 試験,口述試 験等） 及び学 業成績 証明書 の結果 を総合 して選 考しま す。 

日 本 語 を 母 語 （ 第 一 言 語 ） と す る 志 願 者 で 外 国 語 試 験 （ 英 語 ） を 受 験 す る 者 が ， 出 願 時 に 英 語 民 間 試 験 の 成 績 証 明 書 等 を 提 出 し た 場 合 ， 一 定 の 等 級 又 は ス コ

ア を取得 してい る者に ついて は，外 国語（ 英語） の段階 評価に 加味し ます。 

日 本 語 を 母 語 （ 第 一 言 語 ） と し な い 志 願 者 に つ い て は ， 出 願 時 に 提 出 さ れ た 語 学 民 間 試 験 の 成 績 証 明 書 の ス コ ア 等 を 総 合 的 に 判 断 し ， 外 国 語 （ 日 本 語 ） の 評

価 としま す。 
 

〈現職教員特別選抜〉 

学 力検査 （筆記 試験， 口述試 験等） ，学業 成績証 明書， 将来計 画書及 び教育 ・研究 業績等 調書の 結果を 総合し て選考 します 。 

 

(1) 筆記試験科目，口述試験及び配点等 
 

外国語〈一般選抜〉日本語を母語（第一言語）とする志願者のみ 

英 語 
１ ００点 

得 点を段 階評価 します 。 

※ 日本語 を母語 （第一 言語） としな い志願 者は外 国語（ 日本語 ）の筆 記試験 はあり ません 。語学 民間試 験の成 績証明 書のス コア等 を総合 的に判 断し評 価しま

す 。 

【 注】英 和辞書 （電子 辞書等 を除く 。）１ 冊に限 り持ち 込みを 認めま す。 

 

専門科目〈一般選抜〉 

教 育実践 開発コ ース 

教 職に関 する内 容 

現 代的教 育課題 に関す る内容 

授 業実践 に関す る内容 

学 級経営 ・学校 経営に 関する 内容 

３ ００点 

得 点を段 階評価 します 。 
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専門科目〈現職教員特別選抜〉 

学 校マネ ジメン トコー ス 

教 育実践 開発コ ース 

教 職に関 する内 容 

現 代的教 育課題 に関す る内容 

授 業実践 に関す る内容 

学 級経営 ・学校 経営に 関する 内容 

３ ００点 

得 点を段 階評価 します 。 

 

 口述試験〈一般選抜〉〈現職教員特別選抜〉 

提 出書類 の「こ れまで の研究 概要」 及び「 将来計 画書」 に基づ いて行 います 。 段 階評価 します 。 

 

(2) 筆記試験及び口述試験実施日時 

２ 月１５ 日（木 ） 
筆 記 試 験 （外国 語） 

１ ０時～ １１時 ３０分 
 

２ 月１６ 日（金 ） 
筆 記 試 験 （専門 科目） 

９ 時～１ ２時 

口 述 試 験 

１ ４時～ 

 

６．合 格 者 発 表 
 

令 和６年 ２月２ ７日（ 火）１ ０時の 予定 

UCAROに 合 否の結 果を掲載 します 。合格 者には 合格通 知書を 送付し ます。 電話等 による 照会に は応じ られま せん。 

な お，UCAROへ の 合否結果 の掲載 は，人 間社会 科学研 究科の 情報提 供の一 環とし て行う もので あり， 公式の 合格者 発表は ，合格 通知書 等の郵 送とな ります 。 

 

７．入 学 手 続 
 

(1) 入 学手続 期間 

令和６年２月２９日（木）から３月６日（水）１７時まで（必着） 

（ ただし, 土曜 日及び 日曜日 を除く 。） 

 

 

 



- 15 - 
 

(2) 納付 金 

入 学料     ２８ ２，０ ００円 

授 業料（ 年額） ５３ ５，８ ００円 （前期 分 ２ ６７， ９００ 円） 

【 注１】 既 納の入 学料は ，いか なる理 由があ っても 返還し ません 。 

【 注２】 上 記記載 の金額 は令和 ５年４ 月現在 のもの です。 入学時 及び在 学中に 納付金 の改定 が行わ れた場 合には ，改定 後の納 付金を 納入す ること 

に なりま す。 

【 注３】 納 付金の 額及び 具体的 な納付 方法等 の詳細 につい ては， 別途お 知らせ します 。 

 

(3) 提出 書類 

入 学 届 ， 誓 約 書 ， 卒 業 証 明 書 及 び 学 業 成 績 証 明 書 （ 卒 業 見 込 み で 受 験 し た 者 の み ） ， 学 校 ， 官 公 庁 ， 会 社 等 に 在 職 し ， 現 職 の ま ま 本 学 大 学 院 に 入 学 す る 者

は 所属長 の承諾 書など です。 

 

８．現職教員等の社会人で教育方法の特例の適用を希望する場合 
 

大 学院設 置基準 第１４ 条にお ける教 育方法 の特例 措置に より履 修を希 望する 場合は ，イン ターネ ット出 願の志 望情報 入力（8 ペ ージ・Step3-2） の際に, 教育

方 法の特 例適用 希望の 有無を 選択し てくだ さい。 

な お，特 例措置 による 履修方 法は， 次のと おりで す。 

１ 年次は ，勤務 を離れ て大学 院での 勉学に 専念し ，課 程 修 了 に 必 要 な ほ と ん ど の 単 位 を通常 の授業 時間帯に おける 履修に よって 修得し ます。 

２ 年次は ，職場 に復帰 し，特 例によ る開設 授業科 目によ り残り の単位 を履修 すると ともに ，指導 を受け ます。 

 

９．出願に伴う個人情報について 
 

出 願書類 等に記 載され た個人 情報（ 氏名， 生年月 日，性 別，そ の他の 個人情 報等） は，入 学者選 抜及び 合格通 知並び に入学 手続を 行うた めに利 用しま す。 

合 格者の 入学後 は，学 生支援 関係（ 奨学金 申請， 授業料 免除申 請等） 業務及 び調査 ・研究 （入試 の改善 や志願 動向の 調査・ 分析等 ）を行 う目的 をもっ て 

本 学が管 理しま す。他 の目的 での利 用及び 本学の 関係教 職員以 外への 提供は 行いま せん。 

な お，個 人情報 の適切 な取扱 いに関 する契 約を締 結した 上で， コンピ ュータ 処理を するた め，関 連業務 を外部 の事業 者に委 託する ことが ありま す。 

 

１０．学生宿舎について 
 

学 生宿舎 の入居 者募集 につい ては， 入居願 の提出 期限を 令和６ 年２月 上旬に 予定し ていま すので ご注意 くださ い。 

  詳細 につい ては， 下記の 学生宿 舎ホー ムペー ジをご 覧くだ さい。 
 
    学生宿 舎ホー ムペー ジアド レス 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/nyugaku/shien/jyuukyo 
 
    学生宿 舎につ いての 問い合 わせ先 

   広 島大学 教育室 教育部 学生生 活支援 グルー プ  電 話 （０８ ２）４ ２４－ ５７９ ４ 
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１１．そ の 他 
広 島大学 は，令 和２年 １月か らキャ ンパス 内全面 禁煙で す。※ 霞キャ ンパス では， 平成３ ０年４ 月から 全面禁 煙とな ってい ます。 

 

 

出願・照会先 
人 間社会 科学研 究科教 育学系 総括支 援室・ 大学院 課程担 当（教 育学部 管理棟 １Ｆ） 

〒 ７３９ －８５ ２４ 

東 広島市 鏡山一 丁目１ 番１号 
電 話（ ０８２ ）４２ ４－３ ７０６ 

E-mail: kyoiku-in@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

(1)入 学試験 につい ては，原 則メー ルにて 問い合 わせく ださい 。 

(2) 電話 番号に ついて は，市 外局番 が同じ 地域が ありま すが， 東広島 市以外 の地域 につい ては， 市外局 番から ダイヤ ルして いただ く必要 があり ますの でご注 意

く ださい 。 

(3) 気象 等の影 響で試 験日時 を変更 する場 合は， 広島大 学人間 社会科 学研究 科ホー ムペー ジで発 表しま す。 

ア ドレス  https://www.hiroshima-u.ac.jp/gshs 
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１ ． 下 表 に 示 す ， 個 人 に 関 す る 入 試 情 報 （ 以 下 「 個 人 情 報 」 と い う 。 ） は ， 令 和 ６ 年 度 広 島 大 学 大 学 院 人 間 社 会 科 学 研 究 科 学 生 募 集 に 伴 う 本 学 の 一 般 選 抜 又

は 現 職 教 員 特 別 選 抜 を受験した者（以下「開示申請者」という。）に限り開示します。 

項   目 開   示   内   容 

試 験 成 績 
一 般 選 抜 又 は 現 職 教 員 特 別 選 抜 

各 試 験 科 目 の 段 階 評 価 

２ ． 試 験 成 績 （ 個 人 情 報 ） の 開 示 に 関 す る 手 続 の 流 れ は 次 の と お り で す 。 

(1) 入 試 情 報 開 示 申 請 書 を 次 の い ず れ か の 方 法 で 入 手 し て く だ さ い 。 

① 窓 口 で 請 求 し て く だ さ い 。 

② 返 信 用 封 筒 （ 本 人 の 住 所 ・ 氏 名 を 明 記 し, ８ ４ 円 分 の 切 手 を 貼 っ た 定 形 封 筒 （ 長 形 ３ 号 （ １ ２ ㎝×２ ３ ． ５ ㎝ ） ） を 同 封 し ， 「 広 島 大 学 大 学 院 人 間 社

会 科 学 研 究 科 入 試 情 報 開 示 申 請 書 請 求 」 と 明 記 の 上 ， 人 間社会 科学研 究科教 育学系 総括支 援室（ 大学院 課程担 当）に 請 求 し て く だ さ い 。 

 (2) 入 試 情 報 開 示 申 請 書 に 必 要 事 項 を 記 入 し た 後 ， 以 下 の 書 類 を 同 封 の 上 ， 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら ５ 月 ３ １ 日 ま で の 間 に 直 接 又 は 郵 送 で 人間 社 会 科学 研 究科

教 育学系 総括支 援室（ 大学院 課程担 当）に 申 請 し て く だ さ い 。 

① 必 要 事 項 を す べ て 記 入 し た 「 広 島 大 学 大 学 院 人 間 社 会 科 学 研 究 科 入 試 情 報 開 示 申 請 書 」 

② 令 和 ６ 年 度 広 島 大 学 大 学 院 人 間 社 会 科 学 研 究 科 受 験 票 （ コ ピ ー 不 可 。 開 示 の 際 ， 同 封 し て 返 却 し ま す 。 ） 

③ 返 信 用 封 筒 （ 長 形 ３ 号 （ １ ２ ㎝×２ ３ ． ５ ㎝ ） ） に 受 験 者 本 人 の 郵 便 番 号 ， 住 所 ， 氏 名 を 明 記 し ， ２ ４ ４ 円 分 の 切 手 を 貼 っ た も の 。 ） 

な お ， 開 示 申 請 者 が 提 出 し た 申 請 書 等 に 不 備 が あ る と き は ， 修 正 を 求 め る こ と が あ り ま す 。 

(3) 人 間 社 会 科 学 研 究 科 で は ， 入 試 情 報 開 示 申 請 書 を 受 理 し た 日 か ら ３ ０ 日 以 内 に ， 開 示 決 定 通 知 書 を 開 示 申 請 者 本 人 へ 送 付 し ま す 。 （ 返 信 用 封 筒 使 用 ） 

 

   試験成績（個人情報）の開示に関する申請・問い合わせ先 
人 間社会 科学研 究科教 育学系 総括支 援室・ 大学院 課程担 当（教 育学部 管理棟 １Ｆ） 

〒 ７ ３ ９ － ８ ５ ２ ４ 東 広 島 市 鏡 山 一 丁 目 １ 番 １ 号   

E-mail: kyoiku-in@office.hiroshima-u.ac.jp 

令和６年度広島大学大学院人間社会科学研究科学生募集に伴う 

試験成績（個人情報）の開示について 
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広島大学大学院人間社会科学研究科（教育・心理学系）試験場配置図 
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概要及び指導教員一覧 

 

広島大学大学院人間社会科学研究科概要 
 
 
【理 念】 
 人間と社会のための諸科学の追求と，教育による持続可能で平和な世界の構築を目指すという２つのミッションを有し，人間や社会に関する

深い見識と専門分野以外への強い関心を持ち，自然科学や生命科学を含む他分野の専門家と協働して将来の人類社会を創造する人材を育成しま

す。 
 
 

教職開発専攻【教職大学院】の概要 
 

 
 
教職開発プログラム（専門職学位プログラム） 
 
【目的・養成する人材像】 
  高度に複雑化，多様化する現代の学校や地域が抱える課題に対し，構造的・総合的な理解に立って幅広く指導性を発揮できる専門性と豊かな人 

間性を備えた高度な専門職業人として，高度な専門的知識・技能，教育実践の遂行力，省察力を身につけ，教育委員会等のデマンド・サイドから 

の要望を踏まえ，学校や地域の課題解決に応えられる，優れた実践的対応力と実践研究力を備えるとともに，自己の崇高な使命を深く自覚した， 

「探究・創造・協働の学び」を追求する新しい学校づくりを担う総合的で実践的なプロフェッショナルを育成します。 
 
【教育課程の特色】 

 １．教職大学院における理論と実践を往還する学びをより確かなものとするため，アクションリサーチ型の探究に基づく「必修科目」を軸に， 

「共通科目」「選択科目」「学校における実習科目」などの充実を図ります。 

２．学校における実習科目では，研究者教員，実務家教員，メンター（附属学校・連携協力校の熟達教員や校長・教育委員会職員）によるトライ 

アングル型指導体制のもとに，それら三者が一体となってそれぞれの特長を活かし連携協働して指導します。 
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指導教員一覧 

専 攻・プ ログラ ム 教 員 名 主 な 授 業 科 目 

教 職 開 発 専 攻 

教 職開発 プログ ラム 

大 後戸 一 樹 

○ 鈴 木 由美 子

松 浦 武 人 

松 本 仁 志 

宮 里 智 恵 

池 田 吏 志 

伊 藤     優 

岡 村 美由規 

木 下 博 義 

杉 原 満 治 

寺 内 大 輔 

○ 中 島 敦 夫

永 田 忠 道 

藤 川 昭 彦 

○ 米 谷 剛 

髙 橋   均 

山 崎   茜 

・ 共通科 目

５ 領域に 関する 科目（ 教育課 程の編 成・実 施，教 科等の 実践的 な指導 方法， 生徒指 導・教 育

相 談，学 校経営 ・学級 経営， 学校教 育と教 員のあ り方）

・ 選択科 目

（


